
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

主催：子どもとメディア 関東 
後援/つくば市社会福祉協議会 
お問い合わせ：℡ 【080-7020-2617（矢野）】 E-mail 【kmediakanto@yahoo.co.jp】 

子どもとメディアを考える学習＆交流会 2013 

２０１３年３月３日（日） １０：４５～16：0０ 

イーアスつくば ホール 
つくばエクスプレス 研究学園駅 徒歩 4分 
 (地図は裏面をご覧ください) 

＊託児はございません。 

検索[イーアスキッズルーム]を参照ください。 

講師 清川 輝基 さん 

 

「ネット社会、私たちができること」 
ネット依存・ネットトラブルの現状 など 

10：30～受付 10:45～12:15 講演 13:15～16:00  講演＆交流 

乳幼児期の『視線が合わない』『言葉が遅

い』、学童期以降の『落ち着きのなさ』『暴

力』『いじめ』『コミュニケーション能力の低

下｣『ケータイ依存』などなど、子どもの異

変は何が原因なのでしょうか？ 

世界一早い時期から世界一長時間メディ

ア接触していると言われる日本の子ども

たち。心と体の現状と全国各地で取り組ま

れているメディアコントロール実践例、依

存予防策・対応策をお話しいただきます。 

ソーシャルメディアが発達していくなか、

子どもたち、保護者はどのような利用

をしているのでしょうか。 

ネット依存相談の実例、またネット利用

のトラブルなどを紹介いただき、私たち

大人ができることについて考える機会

にします。 

講師 遠藤 美季 さん 

 エンジェルズアイズ代表 
情報教育アドバイザー、ネット依存アドバイザー 
PC インストラクター時代、ネット依存を知り、子どもや社会へ
の影響を危惧し、ネット依存予防活動を始める。 
小中学校でネットの上手な利用法、ネットの護身術などの 
情報教育講座を展開。WEB 上での啓発活動、中高生、大学生
への取材、アンケート、ネット依存の相談対応をはじめ、 
授業の企画などの情報提供もしている。 

「メディア漬けで壊れる子どもたち」 
いじめ、コミュニケーション能力の低下、脳への影響 など 

 

NPO 法人 子どもとメディア 代表理事 
NHK 放送文化研究所研究アドバイザー 
日本小児科医会子どもとメディア対策委員会特別委員 
1964 年、東京大学教育学部教育行政学科卒業。 

同年 NHK 入局。社会報道番組ディレクターとして｢新日本紀

行｣｢ニュースセンター9時｣を担当。NHK特集｢警告！子どもの

からだは蝕まれている！｣｢何が子どもを死に追いやるのか｣

など子どもをテーマとした番組も多く手がけた。 

1966 年｢福岡子ども劇場｣、1999 年｢チャイルドライン｣設立。 

午前 
10：45 
～ 

12：15 

午後 
13：15 
～ 

16：00 

参加費 

一般/１０００円、学生/800 円 

会員/800 円 

 

mailto:kmediakanto@yahoo.co.jp】


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自動車でお越しの方＞                          【イーアスつくば HP より】 

  ・圏央道「つくば中央 IC」より、研究学園方面 3Km 

  ・常磐自動車道「谷田部 IC」より、研究学園方面 7km 

  ・常磐自動車道「桜土浦 IC」より、研究学園方面 11km  

  【カーナビゲーションシステムをご利用のお客様へ】 

   a）ご使用の「カーナビゲーションシステム」によっては、イーアスつくばがまだ登録されていない場合がございます。 

     その場合は「つくば市下平塚 407」にて、検索いただきますと施設周辺のご案内になります。 

   b）電話番号検索をすると、全く違った場所が案内されることがございますので、ご注意ください。 

 ＜電車でお越しの方＞ 

  ・つくばエクスプレス「研究学園駅」より徒歩 4 分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年、2 月には愛知県の中 2 の男子がゲーム機を母親に取り上げられたことに立腹し、母親を刺すという事

件がありました。又、コンプガチャによる多額の支払いが問題となりました(後に改善されました)。更に6月にはチ

ャットにはまった母親が 1歳 7 ヶ月の子どもを死なせたと逮捕されました。これらの事象から、ネット・ゲーム依存が

顕在化してきたことが窺われます。ある調査では、ネット依存者が日本全国で数百万人に及ぶと予測されていま

す。そして、スマートフォンが普及され、若年者のネット依存は増える可能性があるという専門家がいます。 

ネット・ゲーム依存は、本人も家族などの周囲も『依存状態』である意識がないことが多く、空き時間や移動中

のケータイ・スマホなどモバイル機器使用では目立たない可能性もあります。 

子どもたちをネット・ゲーム依存状態に陥らせないためには、電子映像メディアが私たちの生活に欠かせない

便利なツールであるが故に、予防と脱依存対策が重要かつ緊急の課題です。 

午前は｢ネット依存・ネットトラブルの現状｣について、午後は「日本の子ども達の心と体の現状と、全国各地で取

り組まれているメディアコントロール実践例、韓国での国を挙げての予防・脱依存政策」をご紹介いただき、今私

たち大人がなすべき事を考え、交流の機会にしたいと思います。 

＜申込書(当日でも大丈夫です)＞ 

E-mail（kmediakanto@yahoo.co.jp）あて 

お名前：                  ご連絡先：                 

 

所属(あれば)：               

 

どちらで知りましたか？                                 

 

 


